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身近に起こっているトラブルの事例です。

インターネットでの差別5
　インターネット上には、特定の国の出身者などに対する差別的な投稿も数多く見
られます。

特定の民族を排斥する差別的な投稿（ネットヘイト）
たとえば

　東日本大震災や熊本地震などの大規模な災害が
発生した際に、「被災地で外国人による犯罪が横行
している」など様々なデマ情報が広がりました。
　また、特定の国に関する報道やデマ情報を鵜呑
みにして、その国の出身者や関係する施設に対して、
誹謗中傷や嫌がらせ、危害を加えるなどの事案が
発生しています。

たとえば

　自宅の近くで行われた在日の外国人に対するヘイトスピーチが、インターネット上の動
画共有サイトに掲載され、その動画のコメント欄は、「○○人は出て行け」「○○人は殺せ」
などの不当な差別的書き込みが溢れました。
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　部落差別（同和問題）という言葉を聞いたことはあるでしょうか？ これは、日
本社会の歴史的過程で形作られた身分差別により、日本国民の一部の人々が、
長い間、経済的、社会的、文化的に低い状態に置かれることを強いられ、同和
地区と呼ばれる地域の出身者であることなどを理由に結婚を反対されたり、就職
などの日常生活の上で差別を受けたりするなどしている、我が国固有の人権問題
です。
　
　部落差別に基づく偏見や差別意識は今なお残っており、インターネット上でも、
特定の地域を同和地区であると指摘するような投稿や、その地域に関係のある
人々に対する誹謗中傷や差別的な内容の投稿が問題となっています。
　出身地や居住地によって差別されることはあってはならないことですから、特
定の地域を同和地区であると指摘するような投稿をしたり、拡散したりすること
のないようにしましょう。

特定の地域を同和地区であると
指摘するような投稿の問題

　ヘイトスピーチに明確な定義はありませんが、最近、インターネット上で特定の
国の出身の人々を、その出身であることのみを理由に一方的に我が国の社会から
追い出そうとしたり、一方的に危害を加えようとしたりする内容の言動が見られ、
このような言動が一般的にヘイトスピーチと言われています。例えば、特定の国
の出身の人々について一律に「日本からたたき出せ」
や「殺せ」というものがヘイトスピーチに当たると言
われています。
　このような言動は、言われている人々の心を傷つけ
たり、そのような人々に対する差別を生じさせるおそ
れがあり、決してあってはならないものです。このよ
うな言動を投稿したり、拡散したりすることのないよ
うにしましょう。

ヘイトスピーチ
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ネット被害から自分を守るために
正しい知識を身につけ、自分で自分の身を守りましょう。
これまで取り上げてきたトラブル事例から振り返ってみましょう。

●	SNS の使い方など、インター
ネット上でのやり取りについ
て、日ごろから家族や友人と話
し合っておきましょう。

●	ネットいじめに
あったときは、
一人で悩まない
で、信頼でき
る人に相談しま
しょう。

●	どんなに仲良しでも、自
分の裸の写真などを送
らないようにしましょう。

●	悪口や差別的な内容の
投稿に対しては、コメン
トや拡散をしないように
しましょう。

●	自分の投稿が、意図していな
いところへ広がる危険があるこ
とを理解し、安易
に写真や個人情
報が分かるような
投稿をしないよう
にしましょう。

●	インターネット上で知り合った
人と会うときは、トラブルに巻
き込まれるかもしれないこと、
犯罪の被害に遭うかもしれな
いことを十分に考えましょう。

インターネット上で
発信をしたり、
他人の投稿を
シェアする前に、
それが誰かを
傷つけたり、

自分の身を危険に
さらしたりする
可能性がないかを、

注意深く
考えましょう。
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ネットで相手を傷つけないために
ネット上の書き込み、情報発信には責任が伴います。
これまで取り上げてきたトラブル事例から振り返ってみましょう。

●	誰かに対する意見や感想を投
稿するときは、誹謗中傷につ
ながる内容になっていないかど
うかを十分に考えましょう。

●	本人の許可なく、他人の写真
や個人情報を投稿したり、書
き込みを他の場所に転載した
りしないようにしましょう。

●	他人が発信した情報を
再投稿・拡散する前に、
その情報が正しいかどう
か、他人の不利益になら
ないかどうかを十分に考
えましょう。

●	自分は軽い気持ちであっても、
相手を深く傷つける可能性が
あることを理解し、相手の立
場に立ち、考えてから発信す
るようにしましょう。

●	誰かのメッセージを見て嫌な
気持ちになったとき、すぐに相
手に感情をぶつけるのではな
く、一呼吸して落ち着いてから、
相手の意図を確認するように
しましょう。

インターネット上
でも実生活でも、
互いを思いやる
ことが必要です。
誰もが楽しく
インターネットを
利用できるよう、
私たち一人ひとりが

心がけて
行動しましょう。
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フィルタリング、ルール、マナーは、
こどもの人権を守ります！

　有害な情報から皆さんを守るための有効な手段として「フィルタリング」がありま
す。「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法
律（青少年インターネット環境整備法）」では、携帯電話の事業者は青少年利用者
に対し、フィルタリング措置を行うことが義務付けられています。スマホを購入する
際には、お店の人に相談し、年齢や判断力に応じた適切なフィルタリングサービス
を必ず利用しましょう。
　インターネットを使用する際には、犯罪やトラブルに巻き込まれることのないよう、
家族とよく相談し、自分の年齢と判断力にふさわしい「フィルタリング」の設定がさ
れているか、きちんと確認することが大切です。

「フィルタリング」は必要です！

スマートフォンなどを新規契約又は
機種変更する場合

・新規契約時には、18 歳未満であることを伝えよう。
・お店の人からフィルタリングの説明を受けよう。
・お店の人や保護者と相談し、年齢に合った適切な
  フィルタリングを設定してもらおう。

既にスマートフォンなどを
利用している場合

・年齢や使い方、判断力に応じた  
フィルタリングサービスを必ず利
用しよう。

携帯電話会社が提供しているフィルタリングサービスの一例

一時的に家族の端末を使う場合や、
いわゆる格安スマホなどの利用の際にもフィルタリングを忘れずにね！

こどもの学齢にあわせた
制限レベルが自動で

設定できる。

こどもの利用状況に
あわせて、保護者が

カスタマイズ設定できる。

アプリが使えない時間等を
設定でき、スマートフォンの

使いすぎを防ぐことができる。




